
岡山県役務の提供の契約に係る入札参加除外等審査委員会設置要綱

（設置）

第１条 岡山県役務の提供の契約に係る入札参加資格審査要領（平成１９年岡山県告示第

３３２号。以下「資格審査要領」という。）に基づく入札参加資格を有する者（以下「有

資格業者」という。）に対する、岡山県役務の提供に係る入札参加除外等要領（以下「除

外要領」という。）第３条に規定する入札参加除外、資格審査要領第１０条に規定する

入札参加の停止及び同要領第１１条に規定する入札参加資格の取消し等の措置（以下「入

札参加除外等」という。）について調査審議を行うため、岡山県役務の提供の契約に係

る入札参加除外等審査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置する。

（組織）

第２条 審査委員会は、委員長及び委員をもって組織する。

２ 委員長及び委員は、別表に掲げる者をもって充てる。

（所掌事務）

第３条 審査委員会は、次の各号に掲げる事務を所掌するものとする。

一 有資格業者に対する入札参加除外等に関すること

二 その他委員長が必要と認める事項

（職務）

第４条 委員長は、審査委員会を代表し、会務を総理する。

２ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を代理する。

３ 委員に事故があるときは、当該委員があらかじめ指名した者がその職務を代理するこ

とができる。

（会議）

第５条 審査委員会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。

２ 審査委員会は、委員長及び委員（前条第３項の規定により代理出席した者を含む。）

の過半数が出席しなければ成立しないものとする。

３ 審査委員会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。

４ 審査委員会の会議は、公開しない。

（会議の特例）

第６条 委員長は、緊急を要する事案について、審査委員会を招集するいとまのないとき

は、前条の規定にかかわらず、半数以上の委員に回議する方法により、議決することが

できる。

２ 前項の規定により議決した事件については、委員長は次の審査委員会に報告しなけれ



ばならない。

３ 委員に事故があるときは、当該委員があらかじめ指名した者がその職務を代理するこ

とができる。

（関係職員の出席等）

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、審議の対象となる案件に関係のある職員

に対し、会議への出席及び説明を求めることができる。

（秘密の保持）

第８条 何人も審査委員会の会議の内容を他に漏らしてはならない。

（庶務）

第９条 審査委員会の庶務は、用度課で処理する。

（その他）

第１０条 この要綱に定めるもののほか、審査委員会の運営に関し必要な事項は別に定め

る。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、平成１９年９月１日から施行する。

２ この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。



別表（第２条関係）

委 員 長 委 員

出納局長 総務部財産活用課長、県民生活部情報政策課長、

出納局用度課長


